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出雲弥生の森博物館だより
I Z U M O 　 Y A Y O I N O M O R I 　 M U S E U M

季 刊 弥 生 の 出 雲 王 に 出 会 え る

第 28 号 （2018 年 1月）

よすみちゃん

第28号

３
月
10
日
（
土
）
～
５
月
21
日
（
月
）

２
月
７
日
（
水
）
～
５
月
21
日
（
月
）

★
春
季
企
画
展

「
ふ
る
さ
と
今
昔
物
語

そ
の
１ 

― 

佐
田
町 

―
」

呪（
ま
じ
な
）う

― 

中
近
世
の
出
雲
人
の
祈
り 

―

【
入
場
無
料
】

西から望む高櫓城跡遠景

　

現
在
の
出
雲
市
は
、
2
市
5
町
（
出

雲
市
、
平
田
市
、
佐
田
町
、
多
伎
町
、

湖
陵
町
、
大
社
町
及
び
斐
川
町
）
が
合

併
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
合
併
前
の
市
町
単
位
で
刻
ま

れ
て
い
た
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
の
特
徴
あ

る
歴
史
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
、
郷
土

の
価
値
を
あ
ら
た
め
て
見
つ
め
直
し
ま

す
。

　

シ
リ
ー
ズ
１
回
目
は
、
佐
田
町
を
取

り
上
げ
、
縄
文
時
代
か
ら
近
代
ま
で
の

遺
跡
や
出
土
品
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

　

佐
田
町
は
、
出
雲
市
の
南
西
部
に
位

置
し
、
大
田
市
・
雲
南
市
と
接
し
て
い

ま
す
。
面
積
の
約
８
割
を
山
林
が
占
め

る
中
山
間
地
帯
で
す
。
１
９
５
６（
昭

和
31
）年
、
飯
石
郡
須
佐
村
と
簸
川
郡

窪
田
村
が
合
併
し
て
簸
川
郡
佐
田
村
と

な
り
、そ
の
後
佐
田
町
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
地
域
は
、
縄
文
時
代
か
ら
弥
生

時
代
・
古
墳
時
代
に
か
け
て
の
遺
跡
の

ほ
か
、
出
雲
大
社
の
宮み

や
ざ
い材
を
提
供
し
た

と
す
る
吉よ

し
く
り
や
ま

栗
山
が
あ
り
ま
す
。
中
世
に

は
高

た
か
や
ぐ
ら
じ
ょ
う

櫓
城
を
は
じ
め
と
す
る
数
多
く
の

山
城
が
築
か
れ
、
石
見
国
と
の
国
境
と

し
て
重
要
な

拠
点
で
も
あ

り
ま
し
た
。

近
世
か
ら
幕

末
に
か
け
て

は
た
た
ら
製

鉄
が
栄
え
、

そ
の
う
ち
の

朝
日
た
た
ら

跡（
国
史
跡
）

で
は
、
高
殿
た
た
ら
の
地
下
構
造
を
見

学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
佐

田
町
の
郷
土
の
偉
人
と
し
て
、
明
治
か

ら
大
正
期
に
活
躍
し
た
画
家
石い

し

橋ば
し
わ
く
ん

和
訓

の
出
生
地
で
も
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
佐
田
町
の
通
史

を
み
る
こ
と
で
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
魅

力
を
探
り
ま
す
。

（
安
部
百
合
子
）

●
関
連
講
演
会

「
山
城
か
ら
探
る
佐
田
町
の
戦
国
時
代
」

３
月
18
日（
日
）14
時
～
16
時

　

【
講
師
】
高
屋
茂
男 

氏

　

（
島
根
県
立
八
雲
立
つ
風
土
記
の
丘

学
芸
課
長
）

●
会　

場　

た
い
け
ん
学
習
室

●
受
講
料　

無
料　
●
定
員　

80
名

　

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
電

話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
等
で
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

　

日
々
の
暮
ら
し
の
中
、
あ
る
い
は
、

個
人
の
人
生
の
中
、
人
び
と
は
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
で
「
祈
り
」
を
捧
げ
ま
す
。

そ
れ
は
、
今
も
昔
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
戦
国
時
代
か
ら

江
戸
時
代
初
め
に
か
け
て
の
出
雲
の
人

び
と
の
祈
り
が
窺う

か
がえ
る
品
々
に
つ
い
て

注
目
し
ま
す
。

　

こ
の
時
代
で
は
、
神
仏
習
合
の
思
想

が
人
び
と
の
生
活
に
浸
透
し
、
修
験
道

や
陰
陽
道
の
信
仰
も
病
気
平
癒
や
地
鎮

祭
な
ど
の
多
様
な
祈
り
の
場
面
で
取
り

入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
、「
牛ご

ず
て
ん
の
う

頭
天
王
」
に
関
わ

る
信
仰
は
茅ち

の
輪わ

神
事
と
し
て
現
在
の

出
雲
に
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。一
方
で
、

姿
を
消
し
、
形
を
変
え
た
信
仰
も
あ
り

ま
す
。

　

展
示
を
通
し
て
、
当
時
の
出
雲
の
人

び
と
の
精
神
文
化
の
一
端
を
考
え
た
い

と
思
い
ま
す
。

【
主
な
展
示
品
】

一
字
一
石
経（
出
雲
大
社
境
内
遺
跡
）

木
簡
「
南
無
牛
頭
天
王
」（
築
山
遺
跡
）

輪
宝
墨
書
土
器（
鰐
淵
寺
）（

髙
橋　

周
）

★
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
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調査のようす（北から）

第28号
「
弥
生
の
集
落
か
ら
中
国
鏡
発
見
！

― 
白
枝
荒
神
遺
跡
の
発
掘
調
査 

―
」

★
発
掘
調
査
の
現
場
か
ら
⑭

★
速
報
展

出土中国鏡（右）と推定される全形（左）
※図は貞柏里 19 号墳出土鏡（縮尺不同）

水銀朱で赤く彩られた異形台付土器

　

市
文
化
財
課
が
実
施
し
た
白し
ろ
え
だ枝
荒こ
う
じ
ん神

遺
跡
の
発
掘
調
査
に
お
い
て
、
中
国
の

後ご
か
ん漢
時
代
に
製
作
さ
れ
た
青せ
い
ど
う
き
ょ
う

銅
鏡
が
出

土
し
ま
し
た
。

　

調
査
は
、
出
雲
市
白
枝
町
地
内
の
商

業
施
設
新
築
工
事
に
伴
い
実
施
し
た
も

の
で
、
調
査
面
積
は
約
３
２
０
㎡
、
調

査
期
間
は
７
月
下
旬
か
ら
９
月
下
旬
に

か
け
て
の
約
２
か
月
間
で
す
。
弥
生
時

代
の
溝
や
土ど

こ
う坑
な
ど
の
遺
構
も
確
認
し

ま
し
た
。

　

京き
ょ
う
で
ん田遺
跡
は
神
西
湖
の
南
側
、
出
雲

市
湖
陵
町
常
楽
寺
に
所
在
し
、
平
成
28

年
度
に
山
陰
自
動
車
道
の
建
設
に
関
連

し
て
市
文
化
財
課
が
発
掘
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。
今
回
の
速
報
展
で
は
そ
の

成
果
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

京
田
遺
跡
の
調
査
面
積
は
約
２
５
０

㎡
と
広
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
竪
穴
建

物
跡
な
ど
集
落
の
様
子
が
分
か
る
遺
構

が
見
つ
か
っ
た
ほ
か
、
当
初
の
予
想
を

は
る
か
に
上
回
る
量
の
遺
物
が
出
土
し

ま
し
た
。
そ
の
数
は
土
器
片
だ
け
で
も

約
２
万
５
千
点
に
上
り
ま
す
。
ま
た
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
三さ

ん
べ
さ
ん

瓶
山
の
最
後
の
噴
火

が
あ
っ
た
縄
文
時
代
の
後
期
中
葉
頃

（
約
３
千
５
百
年
前
）の
も
の
で
あ
り
、

こ
の
時
期
に
こ
の
地
域
で
大
き
な
集
落

が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。

　

発
掘
調
査
で
出
土
し
た
土
器
の
中
に

は
生
活
に
使
わ
れ
た
も
の
の
ほ
か
、
西

日
本
で
は
め
っ
た
に
お
目
に
か
か
れ
な

い
、珍
し
い
土
器
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

「
異い

け
い
だ
い
つ
き

形
台
付
土ど

き器
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の

土
器
は
、
関
東
地
方
に
お
い
て
地
域
の

拠
点
的
な
集
落
か
ら
主
に
出
土
し
て
い

「
出
雲
平
野
に
眠
る
縄
文
の
大
集
落

京
田
遺
跡
の
発
掘
調
査
」

　

発
見
さ
れ
た
中
国
鏡
は
５
・
３
㎝
×

１
・
８
㎝
の
破
片
で
、
意
図
的
に
割
っ

て
祭
祀
な
ど
に
使
用
さ
れ
た
「
破は

き
ょ
う鏡
」

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
１
世
紀
後
半
ご
ろ

に
後
漢
で
製
作
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る

「
内な

い
こ
う
か
も
ん
き
ょ
う

行
花
文
鏡
」
の
一
部
で
、
本
来
の

直
径
は
15
㎝
前
後
で
す
。
中
国
鏡
の
発

見
は
市
内
初
、
弥
生
時
代
の
遺
跡
か
ら

出
土
し
た
中
国
鏡
と
し
て
は
県
内
で
も

初
の
貴
重
な
発
見
で
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
調
査
で
は
大
陸
製
の

ガ
ラ
ス
玉
も
出
土
し
ま
し
た
。
中
国
鏡

の
存
在
と
と
も
に
、
当
時
の
白
枝
荒
神

遺
跡
が
、
大
陸
～
北
部
九
州
～
日
本
海

沿
岸
を
結
ぶ
重
要
な
交
易
拠
点
の
一
つ

で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。　
　
　
　
（
須
賀
照
隆
）

ま
す
。
し
か
し
山
陰
地
方
を
含
め
、
西

日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
出
土
例
が
あ
り
ま

せ
ん
。
器
面
は
水
銀
朱
で
赤
く
彩
ら
れ

て
お
り
、
祭さ

い
し祀
の
場
で
使
わ
れ
る
な
ど

特
別
な
用
途
を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

ま
た
関
東
地
方
だ
け
で
は
な
く
、
九

州
地
方
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
土
器
も
出

土
し
て
お
り
、
こ
の
集
落
が
遠
く
離
れ

た
地
域
と
の
交
流
を
盛
ん
に
行
っ
て
い

た
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
京
田
遺
跡
の
発
掘
調
査

で
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
分
か
っ
て
い

な
か
っ
た
出
雲
平
野
の
縄
文
時
代
の
様

子
を
具
体
的
に
示
す
貴
重
な
成
果
と
な

り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
（
幡
中
光
輔
）

開
催
中
～
３
月
５
日
（
月
）

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

１
月
21
日（
日
）10
時
～

　
【
講
師
】
幡
中
光
輔
（
当
館
）

　

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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ミーティングの様子

第28号

★
日
本
遺
産

日
が
沈
む
聖
地
出
雲
の
文
化
財

（
第
２
回
）

　

前
号
で
は
、
日
本
遺
産
「
日
が
沈
む

聖
地
出
雲
」
大
社
・
稲
佐
の
浜
エ
リ
ア

の
構
成
文
化
財
を
紹
介
し
ま
し
た
。
今

回
は
、
そ
の
南
に
広
が
る
、『
出
雲
国

風
土
記
』
に
記
さ
れ
た
「
国
引
き
神
話
」

の
登
場
地
、
薗
の
長
浜
エ
リ
ア
に
焦
点

を
あ
て
ま
す
。

①
薗
の
長
浜

　
『
出
雲
国
風
土
記
』は
、出
雲
国
の
地

理
や
地
名
の
由
来
、
神
話
な
ど
を
記
し

た
奈
良
時
代
の
書
物
で
す
。「
国
引
き

神
話
」
は
、そ
の
冒
頭
で
語
ら
れ
ま
す
。

　

出
雲
国
の
狭
さ
を
心
配
し
た
巨
大
な

神
・
ヤ
ツ
カ
ミ
ズ
オ
ミ
ヅ
ヌ
は
、
海
の

向
こ
う
に
余
っ
た
土
地
を
見
つ
け
る

と
、
大
き
な
鋤す

き

で
大
地
を
切
り
離
し
て

綱
を
掛
け
、「
国く

に
こ来
、
国く
に
こ来
」
と
引
き

寄
せ
て
、４
つ
の
土
地
を
つ
な
げ
ま
す
。

こ
の
う
ち
最
初
に
国
引
き
さ
れ
た
「
支き

豆づ

き支
の
御み
さ
き崎
」
が
日
御
碕
を
含
む
北
山

の
山さ

ん
か
い塊
に
、
綱
が
薗
の
長
浜
に
、
そ
し

て
綱
を
結
ん
だ
杭
が
佐さ

ひ

め
比
売
山（
三
瓶

山
）に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

出
雲
大
社
の
西
約
１
㎞
に
あ
る
奉
納

山
の
展
望
台
か
ら
南
を
眺
め
る
と
、
国

引
き
神
話
の
世
界
が
眼
前
に
浮
か
び
上

が
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。

②
長
浜
神
社

　

薗
の
長
浜
の
中
ほ
ど
に
あ
る
丘
陵
に

鎮
座
す
る
長
浜
神
社
は
、『
出
雲
国
風

土
記
』
に
出
雲
社
、
平
安
時
代
の
『
延え

ん

喜ぎ
し
き式
』
に
出
雲
神
社
の
名
で
登
場
す
る

古
社
で
す
。

　

ご
祭
神
は
、「
国
引
き
神
話
」
の
主

人
公
、
ヤ
ツ
カ
ミ
ズ
オ
ミ
ヅ
ヌ
。
現
在 薗の長浜と佐比売山（奉納山から）

神戸川河口の穏やかな夕日

薗の長浜エリア

も
、
国
引
き
の
綱
引
き
に
ち
な
ん
で
、

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
勝
負
事
の
神
と
し
て

多
く
の
崇
敬
を
集
め
て
い
ま
す
。

③
神
戸
川
河
口

　

出
雲
市
を
流
れ
る
二
大
河
川
の
ひ
と

つ
、
神
戸
川
は
、
長
浜
神
社
の
北
で
日

本
海
に
向
け
て
河
口
を
開
き
ま
す
。

　

か
つ
て
、
こ
の
内
側
に
は
「
神か

ん
ど
の
み
ず

門
水

海う
み

」
と
い
う
内
海
が
広
が
っ
て
お
り
、

弥
生
時
代
以
来
、
各
地
の
船
が
往
来
し

人
々
が
交
流
し
て
き
ま
し
た
。
海
の
玄

関
口
と
し
て
賑
わ
っ
た
河
口
に
は
、
今

も
美
し
い
夕
日
が
沈
み
、
穏
や
か
な
風

景
が
広
が
り
ま
す
。

　

次
号
か
ら
日
御
碕
エ
リ
ア
を
紹
介
し

ま
す
。
お
楽
し
み
に
。（
景
山
こ
の
み
）

★
出
雲
弥
生
の
森
公
園

　
　
　
　
　
　
　

フ
レ
ン
ド
ク
ラ
ブ

　

出
雲
弥
生
の
森
公
園
フ
レ
ン
ド
ク
ラ

ブ（
井
上
明
男
会
長
、会
員
数
30
名
）は
、

平
成
17
年
に
発
足
し
て
以
来
、『
育
て

よ
う
出
雲
弥
生
の
森
』を
合
言
葉
に「
出

雲
弥
生
の
森
」
の
美
化
活
動
に
取
り
組

ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
多
年
に
渡

る
功
績
が
高
く
評

価
さ
れ
、
島
根
県

文
化
財
愛
護
協
会

の
文
化
財
愛
護
活

動
顕
彰
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

　

11
月
25
日
に
、
今
年
７
回
目
の
美
化

活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
内
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
島
根
県
立
大

学
の
学
生
４
名
が

参
加
し
、
和
気
あ

い
あ
い
と
し
た
雰

囲
気
の
中
、
花
壇

へ
の
花
植
え
や
公

園
の
除
草
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
文
化
財
愛
護
活
動
顕
彰

美
化
活
動
の
様
子

花植えの様子

　

フ
レ
ン
ド
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
、
史
跡

公
園
を
い
つ
も
綺
麗
に
し
て
く
だ
さ
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！



4

（発行）出雲弥生の森博物館
2018年1月

〒 693-0011
島根県出雲市大津町2760

（TEL） 0853-25-1841
（FAX） 0853-21-6617
（E-mail） yayoi@city.izumo.shimane.jp
http://www.city.izumo.shimane.jp/yayoinomori
● 入 館 料 / 無 料
● 開館時間 / 9：00～17：00
　　　　　　（入館は16：30 まで）
● 休 館 日 / 火曜日
　　　　　　（祝日の場合は翌平日）
　　　　　　年末年始

折り紙で作ったリース

第28号

★
講
座
の
ご
案
内

▼
館
長
講
座

1
月
13
日
（
土
）

「
と
ぶ
と
り
の
飛
鳥
と

や
く
も
た
つ
出
雲
　
そ
の
二
」

　
【
講
師
】
花
谷　

浩
（
当
館
館
長
）

▼
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
講
座

～
文
化
財
の
プ
ロ
が

出
雲
の
歴
史
を
語
る
～

２
月
３
日
（
土
）

「
出
雲
市
内
の
民
具
と
暮
ら
し
」

　
【
講
師
】
淺
沼
政
誌 

氏

　
　
　
（
県
教
育
庁
文
化
財
課
企
画
幹
）

２
月
24
日
（
土
）

「
鷺
銅
山
と
石
見
銀
山
」

　
【
講
師
】
中
村
唯
史 

氏

　
（
県
立
三
瓶
自
然
館
サ
ヒ
メ
ル
学
芸
員
）

３
月
10
日
（
土
）

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
に
学
ぶ
出
雲
の
自
然
」

　
【
講
師
】
佐
藤
仁
志 

氏

　
（
松
江
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
）

右
の
講
座
は
い
ず
れ
も

　
●

時　

間　

14
時
～
16
時

　
●

会　

場　

た
い
け
ん
学
習
室

　
●

受
講
料　

３
０
０
円

　
●

定　

員　

80
名

※
事
前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
「
平
成
」
は
来
年
４
月
末
ま
で
と
決

ま
り
ま
し
た
。
一
年
以
上
も
前
に
改
元

が
決
ま
る
事
態
は
、
千
三
百
年
間
続
い

て
き
た
わ
が
国
の
元
号
の
歴
史
で
も
初

め
て
の
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

さ
て
、「
平
成
」
の
始
ま
り
は
わ
た

し
の
飛
鳥
で
の
発
掘
開
始
で
も
あ
り
ま

し
た
。
１
９
８
９
年
、
調
査
担
当
地
域

の
配
置
換
え
が
あ
っ
た
か
ら
で
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
遺
跡
調
査
を
担
当
し
ま
し

た
が
、
思
い
入
れ
が
深
い
の
は
飛
鳥
寺

（
明
日
香
村
）で
す
。

　

飛
鳥
に
王
宮
が
営
ま
れ
た
時
代
は
、

５
９
２
年
、
推
古
女
帝
の
即
位
に
始
ま

り
、
７
１
０
年
の
平
城
京
遷
都
ま
で
で

す
。
推
古
即
位
の
直
前
の
５
８
８
年
、

蘇
我
馬
子
は
わ
が
国
初
の
仏
教
伽
藍
、

飛
鳥
寺
の
建
設
を
開
始
し
て
い
ま
し

た
。こ
の
寺
は
、馬
子
か
ら
蝦
夷
、入
鹿

と
続
く
蘇
我
氏
本
家
の
寺
で
し
た
が
、

そ
の
蘇
我
氏
本
家
が
滅
亡
し
た
「
大
化

の
改
新
」
で
も
重
要
な
舞
台
と
な
り
ま

し
た
。
時
に
６
４
５
年
、
古
い
支
配
体

制
に
終
止
符
を
打
つ
大
事
件
で
し
た
。

　

改
新
の
前
年
、
中
大
兄
皇
子
に
近
づ

く
き
っ
か
け
を
探
っ
て
い
た
藤
原
鎌
足

は
、
飛
鳥
寺
で
催
さ
れ
た
蹴け

ま
り鞠
の
会
に

参
加
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
た
ま
た
ま

脱
げ
て
飛
ん
だ
中
大
兄
の
ク
ツ
が
鎌
足

★
館
長
古こ

ら

む
来
夢

の
元
に
。
そ
れ
を
差
し
出
し
た
お
か
げ

で
二
人
の
親
交
が
結
ば
れ
た
、
と
『
日

本
書
紀
』
は
伝
え
て
い
ま
す
。

　

大
化
の
改
新
は
、
中
大
兄
ら
が
王
宮

内
で
蘇
我
入
鹿
を
切
り
つ
け
る
こ
と

で
、
幕
が
切
っ
て
落
と
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
中
大
兄
と
鎌
足
た
ち
は
飛
鳥

寺
に
こ
も
り
、
蝦
夷
が
自
害
す
る
や
、

新
し
い
政
策
の
実
現
に
ま
い
進
し
た
、

と
い
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
蘇
我
入
鹿
が
倒
さ
れ
た

の
は
旧
暦
6
月
12
日
、
干
支
は
戊

つ
ち
の
え
さ
る
申
の

日
で
し
た
。
今
年
7
月
で
戊
申
に
あ

た
る
の
は
15
日
で
す
が
、
そ
の
日
は
、

サ
ッ
カ
ー
W
杯
ロ
シ
ア
大
会
決
勝
戦
の

日
。
蹴
鞠
を
端
緒
に
始
動
し
た
大
化
の

改
新
、
そ
の
因
縁
で
日
本
が
決
勝
の
舞

台
に
立
っ
て
い
る
、
と
し
た
ら
。
正
夢

に
な
っ
て
欲
し
い
な
あ
。（
花
谷　

浩
）

　

こ
ん
に
ち
は
♪

　

博
物
館
の
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
で
す
。

　

博
物
館
で
は
、
市
内
で
活
動
さ
れ

て
い
る
皆
様
の
作
品
や
成
果
を
発
表

す
る
場
と
し
て
「
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

を
設
け
て
い
ま
す
。
夏
に
は
「
パ
ス
テ

ル
ア
ー
ト
」
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ

る
皆
さ
ん
の
作
品
展
示
が
あ
り
、
こ

の
機
会
に
合
わ
せ
て
初
め
て
博
物
館

に
お
い
で
い
た
だ
い
た
お
客
様
も
あ

り
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

博
物
館
で
は
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
探

し
」
の
景
品
に
も
な
っ
て
い
る
、
折
り

紙
で
創
る
季
節
行
事
の
小
さ
な
リ
ー

ス
が
大
人
気
で
す
。
そ
こ
で
、
一
年

間
創
っ
て
き
た
リ
ー
ス
を
今
回
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
展
示
し
ま
す
。
季
節

ご
と
の
リ
ー
ス
を

楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
。

★
博
物
館
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

「
よ
す
み
ち
ゃ
ん
と
弥
生
の
森
の
四
季

～
リ
ー
ス
で
飾
る
春
夏
秋
冬
～
」展
示

３
月
21
日（
水
）～
４
月
９
日（
月
）

期
間
中
、
折
り
紙
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。


